
ム
陰
ャ
ス
新
潔

″
ｉ

刀

隣
接
地
建
物
所
有
者
規
制
委
に
要
請
書

中
国
電
力
島
根
原
発

（松
江

市
鹿
島
町
片
句
）
の
敷
地
に
隣

接
す
る
半
島
部

「宮
崎
鼻
」
に

建
物
を
所

有
す
る
男
性
が

２５

島
根
原
発
の
敷
地
に
接
し
た
宮

崎
鼻
の
岩
場
に
立
つ
平
塚
義
夫

さ
ん

（右
端
）
所
有
の
小
屋
。

左
奥
は
島
根
原
発
３
号
機
＝
松

江
市
鹿
島
町
片
句

合  ヤ  来  汁 2021年 (令和3年)8月 28日 (土曜日)

日
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
、
敷
地
境
界
の
テ
ロ
対
策
が

不
十
分
で
不
審
者
が
侵
入
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
稼
働
の

前
提
と
な
る
審
査
合
格
を
出
さ

な
い
よ
う
要
請
し
た
。

宮
崎
鼻
は
原
発
敷
地
の
北
西

に
あ
り
、
建
設
中
の
３
号
機
の

炉
心
か
ら
５
６
０
房
の
位
置
に

敷
地
境
界
が
あ
る
っ
複
数
の
地

権
者
が
南
北
６
０
０
層
の
土
地

を
所
有
し
、
片
句
区
民
の
共
有

林
や
ノ
リ
漁
が
行
わ
れ
る
岩
場

が
あ
り
、
魚
釣
り
で
訪
れ
る
人

も
い
る
。

規
制
委
の
更
田
豊
志
委
員
長

宛
て
に
要
請
書
を
提
出
し
た
運

送
会
社
社
長
の
平
塚
義
夫
さ
ん

（
５‐
）
―‐
松
江
市
鹿
島
町
佐
陀
本

郷
＝
は
、
敷
地
境
界
に
は
２
０

１
６
年
に
監
視
カ
メ
ラ
付
き
の

フ

ェ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
た
も
の

の
乗
り
越
え
る
こ
と
が
可
能
と

推
測
。
こ
の
た
め
、
中
電
が
適

切
な
措
置
を
取
る
ま
で
審
査
を

終
え
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

宮
崎
鼻
を
巡

っ
て
は
、
３
号

機
の
増
設
を
計
画
し
た
中
電
が

一
帯
を

「取
得
予
定
地
」
と
し

て
原
発
敷
地
に
含
め
、
００
年
に

原
子
炉
の
設
置
許
可
を
国
に
申

請
。
そ
の
後
、
地
権
者
と
の
交

渉
が
難
航
し
た
た
め
、
土
地
取

得
を
断
念
し
て
敷
地
境
界
を
変

更
し
、
０５
年
に
許
可
を
受
け
た

経
緯
が
あ
る
。

０４
年
に
釣
り
人
用
の
小
屋
を

岩
場

に
建
設

し
た
平
塚

さ
ん

は
、
原
発
の
保
全
の
た
め
に
必

要
だ
と
説
明
し
て
い
た
土
地
を

取
得
し
な
い
ま
ま
３
号
機
の
建

設
や
２
号
機
の
再
稼
働
手
続
き

を
進
め
る
中
電
の
姿
勢
を
問
題

視
。
建
造
物
が
設
置
さ
れ
、
フ

ェ
ン
ス
も
な
く
容
易
に
原
発
敷

地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
た

０５
年
当
時
、
対
策
を
求
め
る
こ

と
な
く
国
が
原
子
炉
の
設
置
を

許
可
し
た
理
由
も
質
問
し
、
９

月
８
日
ま
で
の
文
書
回
答
を
求

め
た
。

２７
日
に
現
場
を
視
察
し
た
立

憲
民
主
党
の
亀
丼
亜
紀
子
衆
院

議
員

（比
例
中
国
）
は

「安
全

対
策
が
不
十
分
で
審
査
合
格
を

出
せ
る
状
況
に
な
い
」
と
述
べ
、

政
府
に
見
解
を
問
う

「質
問
主

意
書
」
を
出
す
意
向
を
示
し
た
。

（平
田
智
士
）


